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～アピオ（滝沢市）でドローンを飛ばせ～

▼研究の概要（背景・目標）

・滝沢市に立地する岩手産業文化センターで

は、新たな施設の利活用策を模索していると
ころ。
・県内では、ドローンの練習場が不足してい
る。
・本研究では、同施設をドローンの拠 点施
設として整備するためのグランド デザイン
を策定する。

▼研究の成果（結論・考察）

・東北各県のドローン練習場の料金体系等。

・ドローン利用が見込まれる年齢層の把握。

・３年間の取組み計画となるグランドデザイ
ンの策定。

・ドローン練習場の整備に必要なノウハウ。

▼研究の内容（方法・経過）

・調査対象
岩手産業文化センターアピオ、ドローン利
用施設
・調査内容

文献調査、パイロットイベントの企画、先
進地ヒアリング、環境整備
・調査期間
令和２年８月～令和３年３月

事例1

グランドデザイン（令和３～５年度）

自主事業の概要（令和３年４月開始）

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

本研究で得られたグランドデザインを踏まえ、以下によりさらなる調査研究を続けていく。

・自主事業の展開により、施設の利用ニーズの把握や必要な設備や料金体験等の調査研究を続ける。

・パイロットイベントを開催し、自主事業の集客や社会的認知を高めるほか、イベントを通して、関係

団体との連携方法等を模索する。

・先進地ヒアリングを実施し、設備や利用料金、安全対策等について情報収集を行う。

・得られた知見をもとに、設備の充実と制度の見直しを図り、ドローンの活用を通じた、施設の利用者拡

大と地域活性化を目指す。

期間 分類 実施項目 令和 ３年度 令和４年度 令和５年度

〇 自主事業の実施と評価

自主事業の開始 → 4月

県民対象告知イベントの開催 　→ 6月

事業評価（6カ月評価）の実施 　 10～12月 ―→

　利用状況

　施設・資材（貸出品）

　制度（会場、料金、利用時間等）

短期 〇 自主事業の発展計画

施設・資材（貸出品）の見直し 　　―→

実施要領の見直しと改訂 　　―→

屋内施設（アリーナ）の活用検討 ―→ （4年度以降）

〇 先進地調査

(新型コロナウイルス感染
状況により実施判断）

調査対象の選定（宮城、秋田、福島）  → 5月

訪問調査の実施 　→ 6～7月

調査結果の整理

〇 免許制度への対応 （制度の公表：国土交通省） 　　（→） (時期不明)

新免許制度に基づく施設の評価 　　→

免許講習事業への対応計画の作成 　　　　→

中長期 〇 他用途の開拓と実施

産業用途の可能性調査 ―→

行政用途の可能性調査 ―→

〇 中長期利用計画作成 ３年間の利用計画の作成と実施

利用場所
①付属展示場（４ブース利用可）
②第２屋外展示場（４ブース利用可）

主な対象者 初心者、ホビーユーザー

設備
安全ネット、貸出機体、充電はロビーコン
セント利用

料 金 １人１０００円（半日）

貸出用具
ドローン本体２機（1000円/回）
ヘルメット４個（無料）

期間 ４月～１１月中旬


